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まえがき

みなさん，はじめまして．ニコンデ

ザインセンターでカメラ内のUI（User

Interface）デザインを担当している林

朱里と申します．技術とユーザの橋渡

し役として，日々ものづくりに取り組

んでいます．

前職のキヤノンでは，露出制御

ファームウェアの開発業務を経て，新

規事業のリサーチに携わる中で，ユー

ザ視点のものづくりの面白さに目覚め

ました．現在はリサーチャーとしての

経験を土台に，カメラUIという新たな

領域に挑戦しています．

「どう直感的に伝えるか」という問い

大学時代の研究テーマは，GPGPU

（General-Purpose computing on

Graphics Processing Units）を活用し

た滑雪シミュレーションの可視化でし

た．流体のように変化する雪の動きを

リアルタイムで描き出し，防災意識の

向上につなげることを目指していまし

た．目に見えにくい現象を「どう伝え

るか」に興味があったのだと思います．

同じ頃，一眼レフカメラでの写真撮

影にも夢中になっていました．言葉に

しきれない雰囲気や感情が写真から伝

わることに感動し，非言語的なコミュ

ニケーションの奥深さに惹かれました．

研究と写真．一見まったく異なる世

界のようですが，「どう直感的に伝え

るか」という共通の問いが，自分の中

でつながっていたのだと思います．

技術とユーザの間で
育まれた視点

キヤノンでは，カメラの露出制御

ファームウェアを担当していました．

露出は写真の印象に大きく関わる重要

な要素で，他の機能とも密接に連携し

ています．見えない部分の細かな調整

を積み重ねる，地道だけれど責任のあ

る仕事でした．GPGPUの研究やハー

ドウェアの知識を活かせた一方で，大

規模な開発や部署間の調整に戸惑う場

面も多く，試行錯誤の連続でした．

その後，社内の新規事業プロジェク

トに参加したことをきっかけに，技術

をユーザの役に立つ形に変換する術を

学びたいと思い，ユーザインタビュー

や市場調査を行うリサーチャーにキャ

リアチェンジしました．開発から少し

離れましたが，「誰の，どんな課題を

解決するのか」を考える仕事に新鮮な

やりがいを感じました．

最初は不安もありましたが，ユーザ

の課題を深く理解し，解決すべき課題

と技術を踏まえてアイディエーション

していく，その繰り返しに手応えを感

じるようになり，文化人類学や認知行

動学の考え方も取り入れながら，リ

サーチのスキルを磨いていきました．

社外のデザインリサーチカンファレン

スにも参加し，他社のアプローチや現

場の工夫に触れながら，視野を広げて

いったのもこの時期です．

転職とカメラ
UIデザイナーとしての挑戦

コロナ禍を経て，働き方や価値観を

見つめ直す中で，自分が何を大切にし

たいのかを改めて考えるようになりま

した．家庭とのバランスや時間の使い

方，自分らしい働き方を模索する中で，

転職を考え始めました．

そんな中で出会ったのがニコンでし

た．カメラ業界での転職を希望してい

たのもあるのですが，リサーチャーと

して製品を見たとき，「ユーザに寄り

添っている」と強く感じました．さら

にニコンについて調べていくうちに，

自分の価値観と企業の姿勢が重なる部

分が多いと感じ，転職を決意しました．

また，転職活動を通じて今後のキャ

リアをじっくり考えた結果，技術と

ユーザの橋渡しをする上で，UIの知識

と経験が自分に欠けている重要なスキ

ルであることに気づきました．デザイ

ナーという職種は未知の世界でした

が，将来の自分にとって必要と感じ，

挑戦する決意を固めました．

実際に転職して，UIデザイナーとし

て業務を始めるとデザインツールの操

作からUIの考え方など，戸惑うことも

多くありましたが，一つひとつ吸収し

ていく過程は新鮮でした．また，リ

サーチや開発で培った「使いやすさの

本質を見極め，言語化し，形にしてい

く力」が，UIデザインにおいても確か
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な支えになっていると感じています．

例えば，カメラのライブビューUIを

考えるとき，どんな撮影スタイルにも

対応できるよう幅広いユースケースを

想定します．その中でも，スポーツ

フォトグラファーのように一瞬のミス

が致命的になる現場は，特にシビアな

ユースケースで，わずかな情報の確認

の遅れや，表示の煩雑さが撮影の妨げ

になることがあります．

そういったプロのユーザをより深く

理解するために，撮影現場に同行させ

てもらうこともあります．実際に現場

に立ち会うことで，撮影者がどれだけ

一瞬に神経を集中させているか，どん

な緊張感の中で操作しているか，そし

て操作にかけられる時間がいかに限ら

れているかを肌で感じることができ，

こうしたユーザ視点をUIデザインにお

ける重要な判断の軸にしています．

デザインは見た目の良さだけと捉え

られがちですが，UIはそれ以上に，使

う人の動きや考えをスムーズに導き，

製品の魅力を最大限に引き出す役割が

あると考えています．そのためには，

まず使う人の状況や感情をしっかり理

解することが欠かせません．実際の現

場を観察し，ユーザの行動や緊張感を

体感することが，より良いデザインに

つながると実感しています．

さらに，UIはソフトウェアやハード

ウェアの制約の中で実現されるため，

技術的な側面を理解しながらデザイン

する必要があります．ユーザ理解と技

術理解の両方があってはじめて，使い

やすく魅力的なUIが生まれると考えて

います．

これから実現したいこと

私が今大切にしているのは，「どん

な人に，どんな価値を届けたいのか」

を常に意識することです．リモート業

務が増え，チーム内でのコミュニケー

ションが難しくなってきた今，そうし

た意識の共通化がより一層必要になっ

てきていると感じています．

そのためにも，よりユーザ視点を開

発現場に浸透させていく必要がありま

す．これが，今の私の目標であり，挑

戦でもあります．高い技術力を持つ開

発チームと現実のユーザとの間に立

ち，それぞれの言葉をつなぎながら価

値をつくっていく，そんな役割を果た

していけたらと思っています．

むすび

学生時代からカメラが好きで，その

強い気持ちを軸にこれまでキャリアを

歩んできました．いま，仕事でもプラ

イベートでも，カメラに触れることを

心から楽しめていることを嬉しく思い

ます．好きを仕事にすることで，自然

と熱量が湧いてきて，日々の仕事に向

き合う力になっています．

これからも，より多くの人が，映像

を通じて自分を表現できるような世界

をつくっていきたい．そんな気持ちを

大切に，ユーザと技術の間に立ち続け

ながら，ものづくりに取り組み続けて

いきたいと思います．
（2025年6月29日受付）
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好きから始まった，カメラ業界での私のキャリア

線形代数は，理工系分野における基礎的かつ汎用的な理論体

系であり，大学教育においても早い段階から体系的に扱われる

学問領域です．一次方程式の解法や行列の階数の計算といった

内容は，線形代数の授業で一般的に扱われます．これらの計算

は，例えばPythonのライブラリーなどを利用することで，その

仕組みを意識せずに処理することも可能ですが，定義や性質を

理解しておくことは，応用の場面において判断の精度や柔軟性

を高めるうえで重要な意味をもちます．本書では，線形代数的

な視点を身につけることを通じて，応用に向けた準備を行いま

す．「一歩先」の世界に足を踏み出す際の手がかりとなるように

との意図から，タイトルには「半歩先」という語を掲げています．

本書は全5部構成からなり，それぞれに六つの章を配していま

す．第1部では，線形代数を見直すことを目的として，ベクトル

および行列に関する基本事項を扱います．第2部では，線形代数

で扱う対象を関数へと拡張し，関数の内積やフーリエ変換と

いった概念を取り上げます．第3部では，線形代数とデータとの

接点に焦点をあて，データサイエンスおよび機械学習の文脈に

おける線形代数の考え方を探求します．第4部では，これまでに

学んだ概念を「変化する現象の記述」へと応用するため，微分方

程式や偏微分方程式の基礎を取り扱います．第5部では，さらに

高度で効率的な計算手法へと議論を展開します．

想定される読者としては，まず，線形代数の学習を通じて，

その先に広がる世界を知りたいと考える方が挙げられます．次

に，データサイエンスや機械学習に関心をもち，線形代数をそ

の基礎として体系的に捉え直したいと考える方，さらに，微分

方程式や偏微分方程式を用いて時間変化を記述する数理的手法

に関心をもつ方々も対象としています．また，大規模な行列の

扱いに課題を感じている方にとっても，本書は有益な示唆を提

供するでしょう．

線形代数に関連する話題は広範におよび，1冊の書籍ですべて

を網羅することは現実的ではありません．本書では「データとの

接続」や「時間発展系の記述」に重点を置きながら，分断された

知識を統合し，現象の構造を捉える枠組みとして再構成する試

みを行っています．その中で，線形代数を再び学ぶ価値と楽し

さを感じていただければと思います．
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